





























































































が見られる。また，タテ・ヨコが 120 cmを超えるものは，河南・陝西以外の省で 760年以
降に作成されたことが分かる。
図表 1-6　墓誌・墓誌蓋のサイズ
標本数 平均値 最大値 最小値 標準偏差 最頻値
墓誌　タテの長さ（cm） 4776 48.117 195   8 13.326 　45
墓誌　ヨコの長さ（cm） 4774 47.935 195  12 13.101 　45
墓誌　面積（cm2） 4773 2476.229 38025 120 1589.608 2025
蓋　タテの長さ（cm） 1568 44.622 166  11 17.242 　44
蓋　ヨコの長さ（cm） 1569 44.534 154.2  11 17.037 　43












図表 1-15　拓片と誌石の t 検定
拓片 誌石
t検定
標本数 平均値 標本数 平均値
墓誌　タテの長さ（cm） 2030 47.52985 2725 48.53251 ＊
墓誌　ヨコの長さ（cm） 2030 47.36148 2724 48.38403 ＊＊
墓誌　面積（cm2） 2029 2446.492 2724 2498.701 n.s.
蓋　タテの長さ（cm）  508 44.82382  787 46.59873 n.s.
蓋　ヨコの長さ（cm）  511 44.69648  788 46.65292 ＊
蓋　面積（cm2）  511 2334.987  787 2465.979 n.s.
n.s.: 非有意，＊: p<0.05, ＊＊: p<0.01
図表 1-13　墓誌のサイズの散布図（その他の省） 図表 1-14　蓋のサイズの散布図（その他の省）


































































































































































































































































































































































































































































































を見れば，『隋唐五代墓誌彙編』（図表 1-6）の最頻値よりも 3 cm大きいことが分かる。
図表 2-7と図表 2-8から，墓誌と墓誌蓋のタテとヨコの長さには相関関係にあることが
分かり，ほぼ正方形だと言える。ところが，各省ごとの散布状況を見てみると，河南省（図





　 標本数 平均値 最大値 最小値 標準偏差 最頻値
墓誌　タテの長さ（cm） 446 47.22449 115 20 13.17881 48
墓誌　ヨコの長さ（cm） 444 46.39655 106 16.5 11.99146 48
蓋　タテの長さ（cm）  97 49.79368 101 22.5 14.48883 44, 51, 56
蓋　ヨコの長さ（cm）  96 49.25789 100 18 14.32346 46











図表 2-13　墓誌のサイズの散布図（その他の省） 図表 2-14　蓋のサイズの散布図（その他の省）
図表 2-11　墓誌のサイズの散布図（陝西省） 図表 2-12　蓋のサイズの散布図（陝西省）


















































































































































































































































































































































































































































図表 2-19　墓誌 行数・字数の散布図 図表 2-20　墓誌蓋 行数・字数の散布図
図表 2-21　墓誌・墓誌蓋の字数
　 標本数 平均値 最大値 最小値 標準偏差 最頻値
墓誌　文字数 438 487.0571 1849 16 297.5299 400





















［ 3］　下限の 960年（＝ 960～964年）に属す墓誌は，「石暎墓誌」（北漢天会 8年（964）：北京附遼
寧 3巻 p. 175）だけであった。この墓誌は，干支が記されているだけのため，年号を確定するこ
とができず，開元 12年（724）のものだとする説もある。
［ 4］　本稿の折れ線グラフでは，数値（件数）が 0の場合，その値をグラフ上で示すと複雑となり墓
誌全体の傾向の把握を難しくするため，0は示さず，次に現れる数値まで線を繫げた。なお，0
件であった年代を本注釈で記すこととする。図表 1-1において，0件の年代は無かった。
［ 5］　0件は，885・890・960年。
［ 6］　0件は，585・885・900～955年。
［ 7］　0件は，以下のとおり。
河北・北京は，615・620・630～640・650・695・710・725・745・765・890・900・905・925～
935・950・960年。
江蘇は，580～635・645～715・725～735・745・770・890・900・905・915・925・930・960年。
山西は，580・590・610・620～640・650・800・840・865・885～895・910・920・955・960年。
［ 8］　0件は，960年。
［ 9］　0件は以下のとおり。
隷書は，620・630～665・675・680・695・735・760・765・785・795～810・830～850・865～
875・885～960年。
行書は，580～630・640～650・660～680・705～715・880～890・900～920・930・935・945年。
［10］　0件は，900～920・935・940・950・960年。
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［11］　0件は以下のとおり。
楷書は，595・600・615・620・630～650・660・665・675・690・745・765・885・890・905・
910・920～960年。
隷書は，585～680・690～705・715～745・760～795・805～820・830～840・850～870・880～960
年。
［12］　0件は，590・600・610・620～630・640・645年。
［13］　0件は，621～626年。
［14］　0件は，582・599・618・621～627年。
［15］　0件は，584・588・599・602・612・614・618～626年。
［16］　0件は，以下のとおり。
河北・北京は，584・587・590・591・593・594・596・597・600・602・603・605・
609・611・614～627年。
山西は，582・585・587・588・590・593・596・599・602～605・609～614・616・618～627年。
山東は，585・590・591・593・594・596～600・602～605・608～611・614～627年。
［17］　0件は，619・621～626年。
［18］　0件は，584～587・590・599・602・609・617・618・620～627年。
［19］　0件は，587・590・594・617・618・621～626年。
［20］　0件 は，582・587・590・592～596・598・599・602・603・605・607～609・611・614～617・
619～627年。
（ふくしま　めぐみ　　日本学術振興会特別研究員）
